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密度 pL, 長さLに対する timescaleは一つだけ (すなわち TL- tL-)であると仮定すると,
eLTL-EL-一定となる｡ timescaleの評価はEL-ULと置いて行われたからこれはUL-一
定でもあるOこれからp呈∝r2,すなわち密度相関関数f(r)=C(i)r-2を得る. このときの
係数 C(i)tま最初の Instabnityから injectされるェネルギーの量に比例するから時間と共に増
大する｡指数-2は時間に無関係である｡
26. ランダムなパターンの曲率 とパーコレイション
京大･教養 冨 田 博 之
相分離の後期過程に見られるような,なめらかでランダムな界面系を考える｡構造関数のス
ケイリング形を議論するためには,このランダムな界面系の統計的性質を調べる必要がある｡
suzukiのスケイ リング理論1)を非保存場のダイナミックスに応用 した Kawasaki･Yalabik-
Guntonの理論2)や, Ohta-JasnowIKawasaki3)の理論は,極論すれば,ダイナミックスとして
は線形場で扱い,非線形性はオーダパラメタの非線形変換として取 り入れたものといえる｡保
存場のスピノダル分解の問題でも, Langer-Bar'on-Milor4)の理論や,筆者の理論5)は,やはり
ダイナミックスは線形化した上で,近似により現れた未定パ ラメタを非線形の飽和効果で決め
たものといえる｡
そこで,これらの近似理論に対応するランダムな界面系の統計的モデルとして,スカラのガ
ウス場の等高面6)を導入する｡2次元ならば,ガウス剣に従 うでこぼこのある地形に,佳意の
高さまで海水を満たした時の海岸線のようなもので,どの高さまで海水を満たせば太洋が形成
されるか,などの幾何学的に興味深い問題が設定できる｡
ガウス場に限っておけば,この等高面の曲率に関する量 (平均曲率E,全曲率Kなど)はガ
ウス場の相関関数を使ってすべて計算することができる7.)ガウス場 (礼(7･)は-様(Stationary)
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